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麦 類 の 出 穂 生 理 と そ の 遺 伝

第 9報 オ オ ム ギ の 出 租 の 早 晩 に 及 ぼ す

暗 剤低 温 の膨 響

安 田 昭 三 ･沖 永 康 男

我が国巾南部の牒地で,秋怖粍培したオオム半やコムギ品稀の出穂期の早晩は,それら

のLR一種を予じめ脊化した後南限短日下で育てたときのHj租の早帆 (光).'.1反応)とF,･Jい正の

相関を示すことが知られている(TakahashiandYasuda1956.KonishiandSugishima

1964.YasudaandShimoyama1965).しかしながら,人為的に規制された描.R行日下

での出穂期は,日長はほぼ同じであっても,戸外の山柾掛 こくらべて晶柾問差が大きい.

たとえば,rL.I:JtlLF･安FtJ(1960)によると,兆TllJ.r付な養r17Plの品和メソシコ7リーCは,rr-
外では晩生であり,中ノIi晶W･,夏大根安より約12日適い.一方,人為的に規制した高温短n

下では,jTl外とほぼ同じ13-14時間Ef長であるにも拘らず 両晶碇の差は24n以上となっ

た.このような違いは,戸外の秋播叔悟の出穂朋の早晩に関与する内的要因.特にその中

の光周反応性とFFT育才別間巾の温度や日長との交互作用によるものであろう.交互作用のす

べてを実験的に説明することはむずかしいが,その原閃となる瑚境条件を部分的に解析す

ることは可能である.

木研究はその緒として,jrn日下に,h･ける明暗J切のa;JL度変化が,オオムギ止占範の出穂の早

晩にどのような彬轡を与えるかを調べたものである.その結果,明暗期の温度の高低によ

って短日による出槻抑制の程度が変わり,その変化の様相は品種の問で著しく異なった,

このことは,オオム牛やコム牛の)-･一外出札脱を袈馳的に解析する場合,自然と人為環境下

における結果の違いを説明する手掛りを与えるものと思われる.実験的に不十分な点はあ

るが,今までに得られた結果の概夢を以下に述-ち.

木偏LL.;のとりまとめに御地訂な脂った高鯛隆平鰍掛こ搾.Fhlする.

材 料 と 方 法

用いた材料は,突抜によって一部兇なったか,それらをまとめて第 1蓑に示す.供試品

種はいずれも高度春播性 (程度I)である.LR除は3稚'(7なったが,以下記述の川和こ従っ

て第 1,第2,第 3乗除とよふ

第 1実験は,晩秋から早春までの戸外の自然観度 および15oC以上に保った阻室を利用

した.第 2実験は,温度及びEl長を制御7:.きるコイトトロソ (KG塑 ;陽光ランプと蛍光

灯で明るさは約18.000ルノクス)を用 いた.第3実験は,温度と湿度を制御できるファ

イ トトロンで行った.実験には径 18cm と24cm の素焼鉢を用 い,郁子をlか所2粒
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第1火 災斡-1-JPはそのJJ'外秋播州柚欄および手相部数

,･rL･･槌 名 目･,馳併 読 霜 ト r".･排 :,(. 侶 恕糊* 主柑 故

磯 LLJ5号 Ll)126 日 90枚

Tammi ｣ 25 7⊥t

印 度 大 安 4 25

鉦 狗 同 友 5 1

夏 大 根 安 5.9

6

7

7

9

3

3

七クサンテル 5JJlJIJ 130枚

メソシュアリーC 5 12 156

hllari 4.28 9,3

Sh3 4.23 7,4

*1974年 11月15日柿的

宛.前者では2か所,後者ては3か所に播き,発芽後REu引いて生育旺'aVJ:個体をそれぞれ

2木立,3本立とした.調度は個体単位で行い,主梓の止菓展開lヨおよび実数を調へた,

なお,第 3奨験では,実験打切り崎に止薬膳閥に至らなかった品磁について幼穂分化粗 壁

を調べた.幼稚の調査進撃は,f剛寸,野中 (1955)の ｢安類の幼稚分化過堤の訪-･]査北準｣

によった.その他奨験方法の詳鮒はその都度記述する,

実 験 結 果

1. 明暗期の間の不連続的な温度変化

冬季の自然の低温を利用した第 1実験の結果を植初に述べる.材料は,畿内5号,印度

大麦,顕狗尾安,夏大根変,ゼクサ/テルおよびメ./シュアリーCの6品倭で,12月14日

(1963)に播糠,温室内ojIT+.S況 (15oC以上 23oC以下)と戸外のlJt.温 (第 1同)を利用し

て,下表の処矧京を設けた.
日長12時間の処理区は,′相打8時30

分からEl然浴光させ,日没前から午後

8時30分まで白熱電灯で補助照明を行

い,その後空相までほ黒ビニール僻で

遮光した.なお,戸外で伐開雌明を行

う場合は透明ヒニーノし先でおおい,暗

黒区との差をなくした.実験馴神tlの
戸外の温度は第 1周にみられるとおり

- 一日りI1-.Lu. .告 U. ･日脚 .･･-･

12岬 ILiJ lli,) 札 L lriIJ弧 HH

12時 r-Lll 高 批 低 7t..JL HL

12時 間 低 t.I..L 低 ;･1..I, LL

にl然口艮 (l然 自然 N

24時 間 トーfJLTtT..lL 24H

て,温室内外の粗度差は眉間10oC以
上 夜間は15oC以上で あった.肘試個休数は 1品種 9個体である.はじめに各品種の止
薬展開まで日数と兼敏のてPL均値を第2泰にfi-(す.

第2表によります6品種の反応の概略をみると,高温長日下 (24H)でほ どの晶種も

30-40日でLと非を展(''HL品矧 絹差はごく小さい.しかし,短口になると.温度が高くても

低くても品郷間差が '4-しく増大する.とくに HH区では,畿内5号は24H区と同様に極

めて速やかに止薬,i,展開したのに反し,メンシュ7リ-Cは播櫛後 140Jl間の実験期間中

には止輩が廃り.qせず.両晶椀の間の差はこのriIがもっとも大きかった.各-I,-L願とも,主柑

乗数は止薬展開まで日数とほほ平行的な増減を示したが,品矧gJあるいは処郵 TJの差は止

20() It'i'､III◆研 究



IjfH 因 襲鮫JglrL糾lのJ7外払1度 (5rlAF均)

fJ‡2T< 日長を12時間とし,明暗脚を117_弧J'-よび変弧とした矧凍下で了rTてた
~別測′E大2E6.1は.郡の止盛儀ll!ほで口数と主柑禁教

7lr.-1 度* 印度大麦 窟大根安 鏑狗尾&- 哉内5号 ゼクサソテル 右に 昌

明担い陪糊 日数 #･数 日数 億敬 L]徽 紙数 口数 典故 日数 輩数 El教 典数

汁:H 46.I(7,9) 73.8(10.6) 51.9(9.0) :38.9(6.9) 76.3(10.0) 挫 止**

H:L 52.1(7.5) 99.3(ll.3) A8.4(7.4) 53.4(7.0) 109.7(lL.0) 111.3(12.0)

L:H 59.5(8.5) 90.6(12.9) 87.0(12.4) 104.3(12.0)*** 91,9(ll.I) 117.5(16.5)

L:L 104,i(8,5) 121.】(13.1) 116.9(ll.0) 109.0(8.0) 127.7(ll.4) 136.4(15.6)

N 108.5(9.6) 122,I(14.4) 122.3(12.9) 1日,0(9.0) 121.8(12.0) 128.6(15,5)

24H 34.4(7.0) 36.I(7.0) 29.3(6.6) 41.7(7.0) 37.9(7.9) 33,6(7,0)

*H:I･:さ瓜.L:低机,N:仁l然区.24H:柑LJ.24柑L岬t明1互. **摘抑後150Elで止非矧IL1せず

***満化し生育脚追.LSD:El教5.6(5%).7ノ1(1%);沸教II(5%),I5(1%).

兼展開まで日数の場合ほど僻許てはない.なお,LH区の畿内5号は,茎東が識化し′日F,I

力が衰えたが,この現射こついては比に鞘脅した (安H｣ら1965,TakahashiandYasuda

1970).

明暗期変温の膨背についてのp｡n簡間差をさらに明らかにするため,各ur.I.種の行動を遅延

率で表し第 2岡に示す,この表/T<方法は次のような考えに堪づくものである.すな)っち,

長日植物のオオム:1.I-'は,秋播性を消-Lすると帯温良日下でもっとも早 く出穂する,この性

質を71.●.･J橋 ･安田 (1957)は狭兼の早晩性とよんだ.ここでは,知日こよる出穂抑制が,明

暗期の温度の高低によってどのように変化するかを,出触抑制のri:い高温長日下の出穐lyj

を購準にして比較しようとした,

第 2は卜をみると,これらの品種は少なくとも3岬にわけられる.袷--は,短口の影轡の
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rlH HL LH LL

耶2岡 12相とjHlI三下でgHp仰肘の制度を火にしたljJJ分,6-T.■J柿に二F'lけち
止甘二矧"は で｢慨 のlL駐独琳 1(i.Lin姓PJ!JT.-r.:Im.i2Lln-FHrl岬明r7_)千
lTIWu.i2L川棚郷阿tl)]FxIいくtilo

常にもっとも厭 把なもので, メ ソシュ7リーCがこれにあたる.この晶徹は典型的な長日

理であって,本奨娘でもI吊Il?L下で矩ljによる山砲J恥附 くもっとも強 く表われた.しか しな

がら,一 日の うちの一部あるいは全都が帽 hJLになることによってHj穂が甲くなり,明期が

高批で暗期が 低温のとき (HLl貰)とくに跡 許である,これ と対,II.･7.的な出穂反応を示 した

のは,碑2群の光)耶JJにrH!-l=.の畿内5号とははこれに近い印度大&.で,これ らは高温ほど

出穂が早 く,低温1,ては 遅れる帆 句を示す,なお,蹴狗尾表は,明糊が匪温の時 (LHIx_
とLL区)遅延率が 漕しくIT.1大するが,明期が高温の場合は敢内 5弓や 印度大麦と触似の

出軸反応 を示 し,このLl.7.億は次に述べる第 3腔のl',占櫛とは搬な り,む し7_)第 2]rT'に属㌻る
ものとみなされる.残 りの 211..'1触,夏天板童とゼクサ'/テルは,4処FJIc')どの区について

も第 1,LrTLと第 2岬のnL.1桃のほぼ中Hri-Jの凝延率を小 し,第 3群とする.これら21J.L称は,変

温の場合 HLの状態よりLHの場 合にLPJ鳳が早まるru'lJL'口を-'ドす.なお,LHはFl然にはな

い粂(/-fであ り,この条件下における各LWl概の夜応は,普通に遭遇する環境 卜ては入られな

いものもあると思われる.その典型的な例は畿内5号の輩化現敏である.

以上各晶範の出札反応の特徴を述べたが,これらの品種は,戸外の秋播耗培下で第 1群

は晩生,雛2群は 植甲/1:なし､Lr:JJt,約3拙 土中/t.a)晶柿である (第 1衷).抑 こも述べ

たように,光周反応 と戸外の秋描LWl穂,WとJ,i相聞が高い.したがってここで糾た結果は,

それぞれ品柾の持つ光用反応牡あるいはノrl'外O.)甲晩性によって矩 E7-Fo)変温に対する反応

を輿にす るとい うことかできる.そして,従凍行われてきた光則 hL'応性を調べるときの環

境条件 HH と,春先の白然喋掛 二近 い筏温が 此しく低下する環境 (HL)下の.LHJ砲jiL一応 と

の適いは,/4-,日 揮のJ'']u櫛が もっとも大きく,第 3紺の晶純がもっとも小さい,つまり,光

2C,ぎ ,T-･7'研 究



周反応性と低夜泡との働き合いは,典盟的な良出生晶桃がもっとも大きく,光周的に中性

の品税がもっとも小さいということである.

上に述べた第 1実験は,白然の低温を利用したもので嶺日の温度に 変化かあり,また

晩冬から早春にかけてしだいに限度が LJiILていく′如 ミ突験的に不十分であった.そこで

つぎに,WLJ空と日長を規制した人工気管矧F''.(コイ トトロン)を用い,HHとHLの両処

矧亘を設け,帖期低姐の出地も=i晩に及ぼす形77.…を追訳した.供試ll,-L協は,第 1実験で第1

畔としたメソシュアリーCと,第 2即の牧内5号および印度大安と,さらに参考用に櫨甲

生系統 Sh｡を加えた.処理区は2区で, いずれもEJ長 12時間とし,EJJ]噛期とも22oCに

保った恒温区と,明朗22oC,階調は12oCとした安弘区である, 供.即国体数は 1品灘1

処埋当り9個体とした.L卜葉展J咽まで日数と英数の平均値と,ifh-J'処理区問の差を第 3喪に

示す.

aL;3央 日並12日JJl.-1Ljの人工肺UJl下における蜘嶋)gl高批旺 (HH)と明1鋸油川削剛酌J.IL
LxJ(HL)とU)閲の止非脱Luまで日数および主朴禁教の比収

晶 機 ｡諾 基数 n諾 L3紺 日数差 撒

LTJ度 大 麦 386(8il) ▲16.0(90) -7.4叫(-06)

Sh3 33.8(6.0) 39.畠(67) -60**(-0.7)

畿 内 5 号 35,4(8O) 35.6(7.0) -02 (lot)

J{/ンユj'リーC 115.8(16.5) 800(15.0) 358**( 1.5*)

*5%, **1%水継で有,ljy･t

第3表によると,歌内5引ま暗腸の粗腔か低下しても止発展的まで日数はほとんど変ら
なかったが,印度大要とSh3ほ 6-7円遅れた.しかしながらメソシュアリーCは,これ

らとは反対に,佼弧が低トすることによって止柴展開が約36日早くなった.この結紫は,

雛1共歓の戸外の低弧利用の場合とまったく同じ帆 ムJである.なお,放内5号では七両は区
と変配区の差が小さかったのは,暗期の混度か雛】火験の5-.-外鋸度にくらべて比較的高さLIL

であったからと思われる,この間越については粟験巾て,別に報告する予定である.

2. 明暗期の間の連続的な温度変化

上の･月験は,変温区における明朋とIllntJ｣西院度変化がいすれ t)不連続であり,n然にお

ける連締 付な昼夜の温度の変化とは厳掛 こほ様札が舛なるもU)であった.そこでつぎに,

人工気嚢装Wll:(フ-,イ トトロン)を用いて明暗糊の温度を連続的に変化させ,自然項釦空

尉 ヒに近い状態で,1ELの平均猫.Rと山胤の出舶rFL兜とのLM係を調べた.材料には,畿内

5号,鑓狗)七･2-,夏大根よ,･Lt'クサンデル.メソシュ7リーC,Tammiおよび Mariを

刷いた.これらのうち,はじめの5uLム触 よ第 1リさ随のノト押しと同じト1['J唖であり,窯た,Mari

は畿内5号とJH=二極早生迫伝子 (eak)を持つことが 知られている.E]長はとくに規制せ

ず,9月上'LIJから11月中LEUに垂る12.5-10.5時IIH(曲明,曲廉を含ます)の自然の短日

を利用した.温度については,昼夜の限度変化が辿縦的なサインカーブを示すように設定

した.そして1日の平均知,鼠を,150,200および25OCとし,それぞれの最高 (林RuLl)お

よび最低 (政附) Jl･(恥は ､ド均/,(LLt泥からいずれ,1,5□CL_■車および 1､P.'1-した温腔とした,帆
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試個体数は 1品徹当 り1処理10個体である.

この実験は播髄後80日で打切ったため,メソシュア リ-Cは止薬展柚 こやらず,また夏

大根麦の25oC区もrL非展肌期に適しなかった,第4表には 止柴腸閉車てH数と集散の平

均値を示 したが,山薬が未展開の晶軌 こついては助抽分化程度を掲げた.

第4衷 1..)'日下で1Elの平均気温か児-/fる3純の瑚枯1ごて育てた-A-オムキーー"'1(lrJのIl-_

鮭展榊まで日数と主群盛散 水侶馳r',I.級は幼雌分化粒度で′Jけ

､二二一i,::17.'J-:J
晶称名 ､､-

Marl

150C 200C 25GC

FI数 (部数) u数(光政) 口数 (度数)

360(63) 28.3(63) 290(70)

放 LJ1 5 号 400(70) 337(7.0) 32,3(70)

Tamml 1̀33(7.0) 383(7.0) 11.0(73)

鐘 狗 Ji 麦 52.7(90) 503(loo) 60.7(10.3)

セ クサ ンプ･ル 740(ll.0) 603(ll.3) 5L3(107)

証 大 根 変 76.0(LI0) 750(130) -**

ノンシュア.)-C Vm (L5.0)一 VH(I7.0)* V (16.0)辛

* p--!数字 は幼触JrJ化魁催,括･m仙 よ形 成 された姫数 . * * Fl.育晃'rf,'のため 除 外 .

LSl,日 貨 雄 藍 bgヨ･.班 1.ラ

第4表によると,宗族期間ヰ叫こ止共演 榊期に通 した 6品種 と,止典展榊に垂らなかった

メソシュア1)-Cとの問に,温度の彫判吋こついて明らかに差5-拍ミみ られる.止薬が展開し

た品種は,一日の平均頒 鼠が 15oCから20oCに ヒH-すると いずれ も山 盛 の展開が 早 くな

った.そして,ゼクサンテルのように,25OCになるとさらに 早まるJふ種が あった.これ

に反 して止韮展開に毛らなかったメ1/シュア リ-Cは,平均気温が低いほど幼穂分化程度

が進んだ.前述の渠験でも明らかなように,メンシュアリ-Cは 15oC以上のtLi組.短H下
では,短 日によるul触抑制が 浩しい.本ljf験では恒混区を設けてないが,この品位に園す

る限 り,夜間低配によるしかもは夜の連続的な変泥に よる出穂促進効果は明らかである.
そして,出飽促進をボすJL育温度の 上下限は,この襲験では明らかでないか,少な くとも

20-loo°a)範囲内での変温が これ より高いiL｡n腰椎関内での変温より,促進効果が高いと

い うことはいえる.

なお､メソシュ7 リーC以外の11.JP痕如上,光周的に中性もしくは中間型の品種である.こ

れ らのl?TJD都は,いずれ もtPy･持し温 15oCより20oCの時出穂 が 甲まったが,さらに変温の

25oCになると,セクサンテルを除 いて 他は 仙進を陣止 した り,あるいは20oC区よりか

えって遅れた.これは,大安の出槌をもっとも早める通弧が 約 20oCということ/a:小 Jも

のと,lLl,われる.

考 察

寄描性あるいは予め壷化したオオムギ?コム寸を長 円下で育てると,いわゆる二Lt,r,･fLJ.1度

の職州内では,温度L.'/I.iこしたがってどの品柄;I,一様にLH.租か早まる.しか し,短 口~卜で
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はこの様相は 一変し,温度上狛 こよって旗 日によるLH触Jll用uが 現｣-'九,これは J占/tgiI跡こ

大きな差をもたらす.すなわち,光周的に中性の晶概は‥･.I..通し短 日下で出拙抑制をほとん

ど示さないが,興亜的な良日性の晶柾では 出穂か 皆しく抑制される (高橋 ･安出 1960,

YasudaandShimoyama1965).高ar.i班 Hf/における このような品櫛lJ"'l差異は,本粟験

の鋸射 ,ニよると1州,･用Jの混度によって兆なった.十なJ-,ち,光周的にrLJl'仁の品種は別情J別

のいずれかが低温になるとlL冊上Lが遅れるOJ)にJiL,DLi･盟的な艮Lli凹のJJu碇は,E州IrH切U)坐

温 とくに1flll7期を状況にした場合に短日によるLu触抑制が･虹,/一成され, l.,̀:)一組下より出船が二七し

く早められた.換 .i'すると,光糊的に中性の品種では日長と温度 との交互作用はこく少な

いが,長日型の品種では交互作用が大れ ･ことを′T-;す. このように品唖の持つ党閥Li応相

性によって,灸狙とくに暗期低鋸の効巣が異なったことは,衣/-･が常時耗映する戊J;｣]低温
の,),:mrl･.iを,-掛 こ推測することの危険性を示 唆するものである,

ところて,TakahashiandYasuda(1957)は,快勝L=いました*･ケムキのHl拙JyJG7)竹免

は,主として春化後I甜温度 日下の,'Ji地朋でf州根に点される光J,l'1反応性によって支配される

ことを指摘した,これは,冬季の抵触と短 Llによってノbi化され,しかも生育が抑えられて

いたオオム辛の中で光)i.1的に中性のものは,春先･J)温度の 卜柚 こ作い,日長はまたそれほ

ど長 くないにも拘らず山地 し,一方,典姐的な良U性の品初は,日長が1,分長 くなってか

ら出租に丘ることLy忠妹する.しかしながら,lJJiの既購I勺/i:変化に較べて温度の卦勅は

不規則であり,しかも脊狛こおける僅間と夜目_ilの狙庇較差は大きい.このような臼然環境

は.本研究の結果からみると,Jも唖の持つ光周反応特性によって特炎的に山地を早めたり

遅らせたりして光周効 果の変史の原閑となるものである.山地の早晩に関 して,恒阻条件

下で行った実験結果と,自然瑚脇 卜の結果との過し､の原因の一部は,おそらくこU-)よう/i:

ことに起凶するので あ/)う.この点 を さらにliijちかにするため,つぎにJ:第2表の結果か
ら,自然区におけるLt'.穂硯と,HH区,HL区および 24H区のLヒ薬展開期との朋係を凶で

示した (第 3図).これによると,24H区 すな))も純粋中晩性は,明らかに戸外秋播出船

糊と鯉関係てあるが,HH区および HL区についてはいずれも)｣外出他職と正の相的削榛

がみられる.このうち,HH区の切 出二はメソシュアT)-Cは座しLLて図上には表わせな

いくらい山鹿が遅れたが,HLlさ二での メソシュ7 リーい え,他の品横の止水展開期を結ぶ

級上にほほ位117よ.し,戸外出馳19]とのl娼続から･ふてはは止当な机槻行動を示 した,したがっ
て,メ./シュアリーCO.)ような光岡性をT.5:つ,I.7.櫛では,おそらく短Flで夜弧が低下するよ
うな暗期低温射 'Fがより自然の出地期の 推定条件として 適切で あるということが できよ

ラ.なお,HL区の鏡狗尾よは.明らかに 他の IL.iE槌と行動を兄にして いる.この■hr.櫛は

HH条件の時他品種との連が少なく.この場 糾二は戸外出払期の抑走を可能に JLる.

GarlleralldAllard(1930)は,毎年一定の時跡 こ播かれたタイスの開花ly]J)年次変動

の原rJ]を,日長ではなく温度の変動に吊Lたか,thlL虻の変動は一艇的/i兵に形幣すると吊

Fl如こ,花成に関しては光岡反応性の変更にあずかるもU)といえよう.本研究の場fT,追li三

的には,l毒口性を強 く発現する退転子 (3なtii子耶)が.拡凧によって不活性化したと解釈

できるかもしれない.こ抽 二反 して,光剛 勺に小作の働きを/再 し遺伝子 (逝伝子肝)は,

本剰 日長変化に鈍感で[順 との働き(TL､は少FLlく.結即 勺には氾度の高低にlELは左右され

るといえる.
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雛3円 戸外仇楢川地肌と,t･.-JrjFl舶緋帰納 (HH)､jL･iLl明期.r:lull"JLu副的低
77,-:i(HL),およひ艮日高 iEJ.(24H)条件下の止.,1Il.'梶川1朋との闇(7TJt
(i)畿内55J;. (2)I-]jlk大友. (3)-i:クサ1/テル. (4)夏大槻
安, (5)純狗Jtii三, (6)メ ン ン_⊥7'り-C

花J必二対する限外E日ttあるいI,よ兜川)く応性が温度によって変化することは,オナモ ミ,

タバコやヤクルマ=Fクなどで知られている.(Long1939,Robertsand Struckmeyer

1939,Salisbury1963).これらの場か まl=l)剛明の壬鋸hiではなく越続的な恒温下のことであ
る.それ故,木研究にその結果を そのままあてはめることは 必 ず しも過当とはいえない

浴,11l●f物の和机によっては光m)i)JE日生が配IiL:により変更されやすいことを示すものといえ

ら.毎日JJIl期的に変化-j~る作イ支払のTfi穂,日射Eに及ぼす影網についても多くの柚物で調べ

られている.本研究で得られた結果とT司様に,ilJHl下で帖糊の温度を或程度以上低くした

時に,情期温度が比較的高い場合と異なって,特定o)lfl.I.称だけが花成を促進したとい う例

は,イン/7-'ンマメ 〔Coyne1970)や モ r,｢シ (Caddeland Weibe11971)て 報告され

ている.また, トウジンヒエのある系統は,矩Jj下で 僅かの夜弧rL_t下 (明娼｣32oC,暗期

29■JC)によって開花が早められたという (HellmersandBurton1972).
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これらのはかダイス (Parker and BorLhwick1939),ソラマノ (柏木 1955),ムギ斯

(中山 1950)r亡LJで榊 ,L瑚 i:榊 が.朴 ＼られているか,い十九も戸外にI然区にくらべて夜77..i

を高温にした切,'Iに,ljH化,''lJ.i.･如 ､早まった.本桝光でも第 1尖験で調べ FJ八 J'-慨 区

(NF ･'明暗期低温)にくらべて暗糊を高温にしたとき (LH区),各品租とも地租が促進

された.これらの結果ほ的糊低阻 (HL)によるLLi拙促進効果と矛盾するようである.し

かし,今まで述べてきたとニ/Dは,別冊 切,I..W.I,.日 HH)に/対する川削訓低温 (HL)の効架で

あり,ここて述べているのは明暗IjyHは温 (LL)に対しての旧斯高沢 (LH)の効果である.
したがって,それぞれ比畔の対敏か避 うので組巣についての計盾はない,

摘 要

I+オムギ■Th種てほ,春化後高沢恩F]下のLH鮎の早晩が,服が国中両部地域で秋肺1封L7し

た切FTのIij船畑lo)早晩と高い相場を示すことが知られているが,この内的要脚 こよる戸外

秋播LIH飽期の推定は,時としてくい違 うことがある.本研究は.その原田を明らかにする

た桝 こ,大引1下t/)変温とくにn,.■り別紙混o)山地早晩に及ぼす形幣を調べた.糊料には総計 9

['"'灘 の高度田村JJiオ十ム年をJHL､,rl艮/1,12nW'"Ljとし,冬季のJl外のlltt鼠および人為的
に規制した環境を利用して,明期と昭糊o)犯歴を .1畔ノ25-5oCの腫町内で 変化させた3

棚の実験を行った.結果は次のように変的される_

春播性あるいは尉 ヒしたオオムIlr-1は行Uによってfll.租が抑制され,その抑制効果は高温

ほど抑 光一であるが,明刺を高配 (20oC前後)とし,昭181をllt-温 (12oC以下)にすると,

典型的な東口仕品種はmlによる川鯨抑制 が彬純され,描.'nlJ下より出穂が早まった.～

方,光JLq的に中性やr刊1pll型の品崩封土 .高H.L.i下にくらペて化柏が遅れた.このことは,秋楢

I曳培オオムギが常時遭遇する有先の凍t.I.7Lの拡下が..仏様の持つ光剛支応相 加こよって1'3'=異

的な花成促進効果をもたらすことを暗示する.典判的な長日佳祐唖に対する的掴供弧の花

成促進効果は,lyJIy]から暗糊へかけての急澱な不遜純的限度変化だけでなく,ゆるやかな

連続的温)if変化の喝佃こもあら)っれた.そして,典型的な長日型lr.,'い種については,高配餌

日下の｣日如紺 刷 より,jL.,I.Jjて醐P]が高紬け凋 力状 況下の｣上席展開期の方か, )一丁外秋播の

山砲期の甲晩'Ly･適紬 こ表わした.
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